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3.東風本田汽車有限公司(Dongfeng Honda 





























































 5. おわりに 
以上，二つの自動車工場(民族系・外資合弁)，二つの合弁企業(自動車・繊維)からなる 3
つの工場を見学したが，実に 14 年ぶり(3 回目)の中国訪問となった筆者にとっては，いず
れも示唆に富む経験であった。(もっとも，工場に限定せずに旅行全体の印象を記すならば，
激変極まりないとされる中国であるが，意外なことに変化への驚きはそれほどでもなく，
変化せず残っている点がむしろ目についた。「途方もない変貌ぶり」を強調する洪水のよう
な中国報道で心構えが先行し，感覚が麻痺してしまったからなのか，発展類型が依然とし
て初訪問時(1988 年)の延長上にあるからなのか，おそらくその両方のためであろうが)。い
ずれにせよ，筆者の専門領域であるヨーロッパの製造業の分析に際しても，もはや中国の
現状を考慮に入れずには意味のある判断はできない。今後は努めてこうした訪問を継続的
に行ってゆきたい。 
 末尾になり恐縮であるが，今回の訪問では以下の方々の御厚意を得た(訪問順)。上海住友
商事有限公司の西村元一氏，上海華普汽車商務部総経理の張英氏，同服務部市場助理の倪
哲人氏。本田技研工業中国業務室の奥村志野夫氏，岡田梓氏。東風本田汽車有限公司総経理
の尾崎満氏，副総経理の松岡勇氏，総務部副部長の山下穣太氏。株式会社小島衣料社長の
小島正憲氏，同社総務の仲川雅子氏，同美島生産本部の大前隆司氏。上海韋馳諮詢有限公
司の村山文夫氏(武漢での全日程で御世話になった)。上海センター支所特約研究員の曽憲明
氏(工場訪問の他，「国際交流科目」の準備全般にわたって支援いただいた)。この場を借り
て，篤く御礼申し上げる次第である。 
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